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ここを読めばあなたも立派な花の苑マニアです。「情報誌 Hananosono express」は、特別養護老人ホーム花の苑を皆様にもっと

良く知っていただく事を目的として発行しています。 
 
■スマイルの幻影 

■フィルモアの奇跡 
■Team hananosono緊急速報 
■Hananosono collection（不思議な来苑者）  

■スマイルの幻影 

もみじの季節が過ぎて、周りは秋から冬に向かっています。そろそろ雪の便りも聞かれ始め
る頃ですね。特別に理由などないのですが、なんとなくもの寂しくなってきます。 
アメリカにブライアン・ウイルソンという音楽家がいます。ブライアン・ウイルソンといっ

ても馴染みが薄いかもしれませんが、1960年代に活躍したサーフィン＆ホットロッドバンド
のビーチボーイズの中心人物といえば理解してくれる人が何人かはいるような気がします。

（いないかなぁ～）ロック＆ロールにコーラスの要素を取り入れたり、女の子や自動車やサ
ーフィンやビーチや…軽い調子の曲で当時（1963年頃）は絶大な人気を誇っていました。ブ
ライアン・ウイルソンは内省的で完璧主義の人でしたから、自分たちの人気や音楽性や…つ

まり、その当時の自分たちの置かれた状況に満足できず、他のメンバーから離れひとり黙々
と音創り、スタジオワークに没頭するようになっていきました。没入は日増しに過激になっ

ていったようです。その没入がピークに達した頃、ブライアン・ウイルソンは後に歴史的名
作と評されるアルバム「ペットサウンズ」をものにすることになります。1965年のことで
す。詩の内容はとても内省的でそれまでの「女の子や自動車やサーフィンや…」そういった

ものをテーマにした楽曲とは明らかに一線を画していました。ビートルズの傑作アルバム
「ラバーソウル」は「ペットサウンズ」に触発されての作品だそうです。 

スマイルの幻影 紅葉の季節も終
わってしまいました。 

しかしながら、当時のキャピタルレコードは「ペットサウンズ」の仕上がりに納得できず、
発表後間もなく「ペットサウンズ」は販売差し止めになってしまいます。それはキャピタル

レコードだけの判断ではなく、セールス的にもはかばかしくなかったという事情も手伝って
のことと考えられます。要するに世間に受け入れられなかったんでしょうね。自身の全精力
や人生を注ぎ込んで制作した「ペットサウンズ」の惨憺たる結末にブライアン・ウイルソン

は何を感じたのでしょうか？その数ヶ月後にキャピタルレコードは「女の子や自動車やサー
フィンや…」そういったものをテーマにしたビーチボーイズのベストアルバムをリリースし
ます。皮肉なもんでベストアルバムは爆発的な大ヒットを記録することになります。そのこ

とを境に、ブライアン・ウイルソンは加速度的に酒やドラッグに溺れ、ドラッグに起因する
抑鬱症状・分裂病様症状により音楽史の闇の中に消えて行ってしまうのです。この出来事

は、その当時ブライアン・ウイルソンの中で構想されていたアルバムが「スマイル」という
名前であったことから「スマイルの幻影」として後世まで語り継がれることとなります。ブ
ライアン・ウイルソンが「スマイル」とともに私達の前に姿を現すのはそれから37年経って

からのことです。（私の記憶していることを書いただけだから間違ってるかもしれません
よ。） 

スマイルの幻影 

リンゴはいつも手の届かないとこ
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ろにあります。 

Hananosono expressの「熊出没の看板」や「ぬるゆ川の山女」や「朝顔フェスタ」は、私に
とっての「ペットサウンズ」だったように思えます。37年は経っていませんが、気がついた

ら冬にさしかかっていました。 
 
秋はお出かけの季節です。花の苑もごたぶんにもれず様々な方面にお出かけしました。入苑

部門はリンゴ園で秋の風情と味覚を満喫しましたし、デイサービス部門やカクシャク教室
（特定高齢者介護予防事業）は川場村田園プラザへ紅葉狩りに行って来ました。川場村田園

プラザは「東日本満足度第一位の道の駅」なんだそうです。花の苑でも今のところ「お出か
けスポット第一位」のような気がします。 
 

 
入苑部門のほのぼのデイサービス御一行様は水上温泉経由で赤谷湖へ紅葉狩りに行って来ま
した。阿能川上流域の広葉樹林帯は幽かに色づいて、折からの晩秋の日差しの中目映いばか

りの美しさでした。でも、温暖化とは言ってもこの時期になると、赤谷湖畔でのティータイ
ムには過酷なものがありました。とても厳しい紅葉狩りでしたけれど、参加者の方々の「楽

しかったよ。」っていう一言にスタッフ一同胸をなでおろしました。 
 

お出かけスポット第一位/川場田
園プラザ 

とても過酷な赤谷湖畔でのティー
タイム 

■フィルモアの奇跡 

花の苑では今年度になって、入居されているご利用者様の余暇活動？機能回復訓練事業？単
なる遊び…？？？で、「ほのぼのデイサービス」っていう活動を開始しました。企業秘密的
な部分がありますので内容については申し上げられないのですが、要は「入居者を10人程度

の小集団化し、その集団に擬似的なデイサービス場面を提供して、その環境下で出来る事・
面白い事をやってもらいましょう…。」という取り組みです。今後の発展が予感される事業

です。入所部門のコマンド部隊がその任務にあたっています。現実的に何をしたかという
と…小集団でお好み焼きを食べに出掛けました。とか、小集団で映画を鑑賞しました。
(Movix hananosonoと呼んでいます。上原謙、田中絹代主演の「愛染かつら」、市川雷蔵主演

「鞍馬天狗」を鑑賞しました。今月からは石原裕次郎特集を予定しています。)とか…機能回
復訓練だけじゃなく色々と面白い事をやってもらってます。 
 

 
9月の上旬には「ライブハウスごっこ」を行いました。ライブハウスとはいっても、ド演歌大

会ですけどね。歌い手さん方は1ヶ月位前から週に1回のレッスンを受けてステージに上がっ
たんですよ。レッスンがあって発表っていうのがミソですね。 
当日は焼酎やビールや、おつまみまで用意して、ご家族の飛び入りもあったりして…とても

魅惑的な時間を過ごしました。 

ライブハウスはド演歌大会でし
た。 

アルコールがはいると一気にリラ
ックスします。デュｴｯﾄ曲の定番

「居酒屋」です。 

職員の側も妙にハイテンションで「東京ラプソディ」や「津軽海峡冬景色」など珠玉の名曲
の数々を熱唱してくれました。この人（写真）も生ギターとリズムマシンでド演歌を聞かせ
てくれました。伝説のギタリストがそのベールを脱いだ瞬間でもありました。噂では耳にし

たことがあったのですが、さすがにマーチンＤ－28は乾いた心地良い音色を響かせていまし
た。男には義理と人情が必要で、心には幾つもの傷があるのだそうですけど…ホントかな？ 

 
 
 

 
 
 

この人まで演歌を披露してくれま

した。この人の歌ってる姿を初め
て目にしましたよ。 
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それまで、人前で唄を歌うなんて考えてもみなかった入居者の方が堂々と唄を披露してくれ
ました。それはまさに奇跡的な出来事でした。そのうえ、スポットライトが当たったりする

とテンションは益々昂揚して行くようです。それは世代に関係なく誰でも同じような気がし
ますね。暮れには忘年会を兼ねて大余興大会も計画されているようで、ますます「ほのぼの

デイサービス」から目が離せなくなります。充分にレッスンを積んで充実したステージをみ
せて欲しいものです。 

スポットライトが当たるとテンシ

ョンは一気に↑↑です。スピード
感溢れる「青い山脈」でした。 

■Team hananosono緊急速報 

11月11日（日曜日） team hananosonoは本来のソフトバレーボールから離れ、高山村球場で

行われた第4回施設対抗ソフトボール大会に臨みました。この大会には過去2度程参加したの
ですが第1回大会の3位が最高の成績で、特に第2回大会においては3戦全敗で最下位という屈

辱を味わっています。通算成績は１勝５敗で、まさに「お付き合いで参加している」ってい
う状況でありました。今回もこれといった補強もなく指定席は確定している…と誰もが感じ
ていました。 

 
 
 

冷たい雨の降りしきる中プレーボールをむかえた初戦は、前回前々回と２連覇を達成してい
る月夜野病院チームが対戦相手だったものですから誰もが悪夢の再現を想起していたに違い

ありません。しかし、team hananosonoは初回相手投手の乱調につけこんで打者２順の猛攻で
一挙13点の大量得点を記録しました。その後も着々と得点を加え、守っては味方の堅い守り
にも助けられたルーキーのエース千明の好投もあって16－１とまさかのコールド勝ちで決勝に

駒を進めました。Team hananosonoはくじ運にも恵まれていました。 

映像は不鮮明ですが準優勝の栄冠

に輝きました。 

拡大してみましたが、まだまだ不

鮮明ですね。 

決勝戦は降雨の中、第1回大会の覇者名門の西峰の里チームとの対戦となりました。Team 
hananosonoは初回に大量失点で劣勢にたたされたものの、徐々に体制を立て直し反撃のチャ
ンスを狙っていました。ところが、3回を過ぎたところで雨が激しくなり試合の続行が困難と

なりました。結果は無念のコールド負け。悔やんでも悔やみきれない決勝戦となってしまい
ました。 

 
覇権の奪取は来年以降に持ち越されましたが、本大会は未来に大きな夢を繋ぐ貴重な大会と
なりました。ルーキーのエース千明は優秀選手賞に輝き準優勝に花を添えました。この大会

の模様は、そのうちに機会があったら再度紹介したいと思っています。 
準優勝の立役者。優秀選手賞を受
賞した千明選手の勇姿。 

■Hananosono collection（不思議な来苑者） 

本誌に掲載することを目的に、私はデジタルカメラに残された夥しい数の映像の確認作業に

追われていました。すると、今まで目にしたこともない奇妙な2枚の写真が私の目を釘付けに
しました。一枚は60ｃｍ程の長さの二本の棒を持って踊る数人の東洋人女性の写真でした。
インドネシア周辺のものと思われる民族衣装に身を包んだ女性の周囲には、蝶ネクタイ姿の

男性も写っています。ダンサーを取り囲んだ観衆も同じように棒を振り上げてトランス状態
にあるようにも見えます。それはあたかも80年代にグリニッジビレッジを席巻したトーキン
グヘッズのギグのようでもありました。横断幕には人をくった緑色のワニが大きく口を広
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げ、カタカナで「モニカクラブ」と書いてありました。「モニカクラブ」って何なのでしょ
う？疑問は膨らみます。 

不可思議な歌と踊りで会場を熱狂
の渦に巻き込んだ「モニカクラ

ブ」 

阿部靖明が注目を浴びて以降、若い人の間で陰陽師や祈祷師といった存在がメジャーなもの
になりつつあります。もう一枚はその祈祷師の写真です。南米のプエルトリコあたりと思わ
れる民族衣装を着た、これも東洋人女性のものです。手を大きく広げ天空からの何かの降臨

を待ち受けているようです。神々しいその表情には一種カリスマ的なものさえ感じられま
す。呪術師を前に観衆はトランス状態に入っているようです。 

 
私の気付かない間に花の苑には様々な文化が流入して来ています。私はこの「モニカクラ
ブ」と「祈祷師」の実態に肉薄することを決心しました。 永遠の幸福と世界平和の実現に向

けて神秘の祈りをささげている様
に見えます。 

Hananosono express 
花の苑中央情報部特別広報委員会が制作しています。��E-mail：hananosono02@zc.wakwak.com
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